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ここにいう合同家族＝r,jf実はいかに）叩ー ピy J 片、い」－ －
定義δれるであろうかり
アカ yレワ二＇ (B. I,. Agarwalλ） f土． かれらの生活は A 応安定してし、ることは事i ;/L, ji cl) (, In] 千二
























































































































































































( d: 2 ) B. R. Agarwal a，“In a Mobile Commer-
cial Community," in “Symposium C出 te and 
Joint Family，” Sociological Bullett九 Vol.IV, No. 
2 (Sept. 1955), pp. 141～142. 
（；土3) 以上のようむ工業化のプロセスにおける同
族経1＼.心得刈りとその限界に J 九、ての J< 2' －：.：理論的
分析と lf日， Frederich1 larbison, Charles A. Mye-
rs, Management i河 theIndustrial World (Mcgraw-
Hill Book Co., Inc., 1959）.邦訳，藤林敬三監
訳『工業化と経営者一国際比較研究』（ダイヤモンド
打， 1961年〉，および ClarkKerr, John T. Dunlop, 
Fred邑rich H. Harbison and Charles A. Myers, 
Industrialism and Industrial Man : The 
Problems of Labor and Ma制 gementin Economic 






（「に塚久雄｝行「当』，第 1巻， ＇di支;tn吉， 19691！＇－）。
（注5) W門的経営者の経営支配の必然性は， すで
に1941年に出版された JamesBurnham, The Mana幽
gerial Revolution (New York: The John Day Co., 
Inc., 1941）に述べ人れているが，長近では， PeterF. 
Drucker, The .1lge of Discontinれty(New York: 
l larper & Row Publishers Inc., 1969）.邦訳， i-J:HI 
二郎訳『断絶の時代ー来たるべき知識社会の構惣』（ダ
イヤモンド社， 1969年）や JohnKenneth Galbraith, 
The New Industrial State (Boston: Houghton 
Mifflin Co., 1967). 邦訳， 都W{,f(人監訳『室町！いJI[:


















の！主白に対応して， それぞれの尚の｛／： ~12経常 ：J-3 上
び経営者層の近代化の程度は多様である。











台湾の企業は， 経営主体内面かららてτ 、井十ノ、正当ドI:Ji. 





主体とする’討利企業， 資本家的企主で，h(,"1 '., 
f,;n~，王 if干におけるこ jしら公常たたと l(');1 i「支＇：
,J)問題（土， 花回途 lJk］一般にみんjr,;'.,lrhf氏本部
門と民間l資・;t三市1/lfj日問題として把揖できふう＼ Ii] 
fl寺l二， 介出士J.LI'd体が持つ独自 nl日i屈と［ 、一ご，1.1





































し.： rp!J~ ；二 i1,f,l;1r ずる。 戦後の｛，湾経済i土，企業の



















1952 57.3 42.7 100.0 
53 57.0 43.0 100.0 
54 51.'.l 48.7 100.0 
55 50.5 4リ.5 lOO.O 
56 50.l 49.9 100.0 
57 50.8 49.2 100.0 
58 48.2 51.8 100.0 
59 47.0 53.0 100.0 
60 45.8 54.2 1ぽ）.0
61 39.9 崎 .1 100.0 
62 38.9 61.1 100.0 
63 :18. l 時1.9 100.0 
64 35.7 64.3 100.0 
65 :¥4.5 65.5 100.0 
66 32.1 67.9 100.0 
67 2り7 70.:l 100.0 
CiH所） T,1iw,t11 Statistical I )ata Boo/.: (HHi8) ！こ
よるュ





















































































t出頭〉 K.τ. Li, The gγowth of private ind us-
try in Free China (Taipei, 1960）による。
いても， はっきりと認められる。 すなわち， 1954




































1 会社総織 非会仕組織 1
;J, 4ぷ｜ 相会社｜…止／川個人間「その他11入J:l 
1~す I (i~~)_L3_46J __ ~づ－~7J_＿竺｜！？型137,387, l ,6日｜お61 （間
1961 I 1,894 I ! I I • 50,258 必，117! 1，布。 I 391 I s2,1s2 
<%> I c:u> I I I i <95-4)1 i I I <10-0> 
忌~4,:°_o_J三竺｜：示~I ~T〕二三1=r~1ーし工：二
















































































































(iL :-i〕 大r;,1r託業報子； BJ,r大河工学援在職議I[紋
中心街f「」， TatungInstitute of Technology (1969). 
その他間社発行のパンフレヅトによる。
(rl 4) この蒔if>z社法/J）解説としては，主義直下「，1,
lfl( [I~ 紛会社法 海外法；l,IJおift」or海外的事法務』，
















































































































































































































































以 L われA;才L：土， Jレーシ fCJ華僑五三：f：を
般的にみて， 1'il近化的icj,tJ族経討むあると；旦定し，
そ／）特徴を述べてきた t
しかしながら司 γ レーシア J）華僑｛i'::;s，；け→べて
か白fJ近代的な［c,J族経1；：であるといヲ山ではなし、，，




ースi上認め r,,! Iゐ。 r iU ' : } , 戦後、 .l: IJ A ,t ・,' 
Lーシアロ）独 ｛［.後；士， 事｛J寺山マレー〆 f社会への









Lt・℃ Rubber E沿いt代目 ／J所に工場を持つ Lee
Rubber Co., Lt【！のほ方、LeePineapple Co., Ltd., 
Lee Sawmills Ltd., Lee Oilmills Ltd., I，引；モ Bi討－
cuit討しtel.,Lee Printing Co.，しtd.,Lee l'roduじむ
華僑企業（／）性格もじ tじ上ではあるが変化の土il',J Co , Ltd., L出 leeFactory Ltd.などを所千干して
fとたどっ U 、心ι・j午わん， 独立後の Jしーレ F いるりさらに，それは華僑銀行（（）vcr,ea.Chme,e
政l(fによる U：化政策の波に釆 d yて：， t時俗資本i土 Bank）の最大株主として凶行株式の20%近くを保
これまで，J>I荷主的門から生産部門ノ＼と進I¥L，庄 有してし、とS＂また， !flJ ラヤ品大山保険会仏大
軍資本として.，， ＞ーシアに定若化 t・る傾向をみせ 東人与保険公司（CrealEastern Life A同 uranc《、 Co.,
ており， 去に政府のおJl1h産業法令投資喫）！j})r）；ふど Ltd.）は元米欧米入所有の企業であったが，李財閥
川崎極的な外資惇入政策に協力して， 多数のfr弁 はl,i]公nJv＞パートナーとなり， この企業の株式の
企業にノ：ート十ーとして参加しつ ／） ふるら ti0'!1~ 5:_取得することによっ亡， それを支配下に収
また，華僑企業日）企業形態に J 山、てみてt，柄 めてL、るCil!O）。
人企業， ft股企業（パートナーシッ：りから τ 会社 このように，華僑企業におL、ても，近代的な企
氾織へ、 と川わけ株式会社へ， J らには企主u> :rN J史組織と産業資本投資の方向はみられるのである
台句集中形態、としてのコンヅェル；／へし／）発展がみ が，しかし同時にまた華僑企業の近代化において
られるので友る。 も多くの制約条件があることは否定できない。た
近代産業，， (1）事｛密資本山発！誌のイ付としてii肢 とえば， 華僑企業において株式会社組織がしだヤ
fjlj}) ｛刊ではあるが，広東拾の陸/Yi(liW～1917可） に明大しつつあるといっても， その株式会tf；の資
υ・ ，ケースがあけられよう。かitは， ’介の労働者 本民tfl)j互には，近代社会のそれとはし、ちじる Lく
んa九tH発Lたトやがて甥鉱業孔 J ) ＼、ご阿）七出 呉なってし、るυ 近代的T(株式会社では，資本（｝）焦
['-1, ！長屋， i河の収脱請負~frとなり，主人にiutln '1は， f:んらIl資ft牟の人的結合関係をともなわな
建設の請負？ 自動車輸送などの生産労務部門かん いのであるが，華僑企業の株式会社ではνぜんと
ゴム国，ヤ斗同の栽市， t:）ント工業，干＼＂＇ il!T;iも して人的結｛；－が先行L, Ii｝族，同郷といった熟知
短期産業金融の銀行経常へ発展し守最後にクアラ の少人数による資本の集中と L寸前期的なかたち





Cltl) J. J. Puthucheary，りwnershiJ, and 
Control in the !v!alayan Economy: A Study of 
the Structureυf Ownership and Control and its 
Effects on the Develoρment of Secondary Indus-
t!'ic’s and Econ川 nicGrowth in :ifalaya d珂dSin-
gaf,ore (Singapore: Eastern Univ円 1960),p. 123. 
（注2) Puthucheary, pp. 123～l'.:!4. 
「注 3) G.仁 Allen,A. C. Donnithornc, ivcst-
C門t Enterjうrise in Indonesia and Malaya: A 
Study in &onomic !)ez:elopment (London : George 
Allen and Unwin, 1957), p. 16. 
「住4〕 こ「！た事伐の竹f＆規定、 t, l. W. Will-
mott, The Chinese of Semarang: A Changing 
Jfinority Commu耳ityin Indonf'sia (New York: 
































〈注8) 0. Lang, Chinese Family and Society 
(Yale Univ. Press, 1946), 小Ilt事，J{Ii中iE［の家）JIと
社会』（対波書店， 1953年〉。








（注10〕 李光前財閥については， Puthucheary,pp. 
l:H～136およ口、if.仲勲， 204～205ベージ。
（未完〉
（以i者資料用；投資資料i査室主任調丘研究n〕
Iラ
